
頁 項 新 旧 備考

2 第１章第２節12

　水位周知河川、水位周知下水道等または水位周知海岸におい
て、あらかじめ定めた特別警戒水位(※河川においては氾濫危険
水位)への到達に関する情報のことをいう。
　このほか、水位周知河川においては氾濫注意水位(警戒水
位)、避難判断水位への到達情報、水位周知河川または水位周知
海岸においては氾濫発生情報のことをいう。

　水位周知河川、水位周知下水道等または水位周知海岸におい
て、あらかじめ定めた氾濫危険水位 (※1)への到達に関する情報
の ほか、水位周知河川においては氾濫注意水位（警戒水位）、
避難判断水位 (※2)への到達情報、水位周知河川または水位周知
海岸においては氾濫発生情報のことをいう。
　 ※1　国管理河川においては氾濫危険水位（特別警戒水位）
　 　 としている。
　 ※2　県管理河川においては避難判断水位（特別警戒水位）
　 　 としている。

平成29年度より県に
おいても特別警戒水
位の位置づけを見直
すことに伴う修正

第１章第２節20

避難判断水位
  市町が発する避難準備・高齢者等避難開始の目安となる水位
であり、氾濫に関する情報について住民への注意喚起となる水
位。

新 設 新規追加

第１章第２節21
21　警戒水位(氾濫注意水位)を超え、洪水による災害の発生
　を特に警戒すべき水位で、水位周知河川においては氾濫危
　険水位に相当する(市町が発する避難勧告の目安)。

20　氾濫注意水位(警戒水位)を超える水位であって、洪水によ
　る災害の発生を特に警戒すべき水位をいう(市町が発する避
　難勧告の目安)。

・第20項を新規追加し
たことによる条項ズレ
・平成29年度より県に
おいても特別警戒水
位の位置づけを見直
すことに伴う修正

第１章第２節22
～26

22　雨水出水特別警戒水位(法第13条の２第１項、第２項)
23　高潮特別警戒水位(法第13条の３)
24  氾濫危険水位
25　水防連絡会
26　土木事務所(長)等

21　雨水出水特別警戒水位(法第13条の２第１項、第２項)
22　高潮特別警戒水位(法第13条の３)
23  氾濫危険水位
24　水防連絡会
25　土木事務所(長)等

第20項を新規追加し
たことによる条項ズレ

6 第１章第４節(6)

　津波浸水想定の区域内にある水防団は、気象庁が発表する津
波警報等の情報を入手し、活動可能時間が確保できることを確
認し、水防団員が自身の安全を確保できないと判断する場合は
安全確保を優先して避難する。

　津波浸水想定の区域内にある水防団は、気象庁が発表する津
波警報等の情報を入手し、活動可能時間が確保できることを確
認し、確保できない恐れがある場合は安全確保を優先して避難
する。

表現の修正

平成29年　水防計画(案)　新旧対照表

3

資料２－２



頁 項 新 旧 備考

平成29年　水防計画(案)　新旧対照表

13 第４章第１節２

(津波警報・注意報)
　気象庁は、地震が発生した時は地震の規模や位置を即時に推
定し、これらをもとに沿岸で予想される津波の高さを求め、津
波による災害の発生が予想される場合には、地震が発生してか
ら約３分を目標に大津波警報、津波警報または津波注意報（以
下「津波警報等」という。）を発表する。
　なお、大津波警報については、津波特別警報に位置づけられ
る。
　津波警報等とともに発表する予想される津波の高さは、通常
は数値で発表する。ただし、地震の規模（マグニチュード）が
８を超えるような巨大地震は地震の規模を数分以内に精度良く
推定することが困難であることから、推定した地震の規模が過
小に見積もられているおそれがある場合は、予想される津波の
高さを定性的表現で発表する。
　予想される津波の高さを定性的表現で発表した場合は、地震
発生からおよそ15分程度で求められる地震規模（モーメントマ
グニチュード）をもとに、予想される津波の高さを数値で示し
た更新報を発表する。

（津波警報・注意報）
　気象庁が、津波による災害の発生が予想される場合には、地
震発生後、約３分で大津波警報、津波警報又は津波注意報を発
表する。

気象台修正意見を
反映

14 第４章第１節３
気象台修正意見を
反映

３ 津波情報 

大津波警報・津波警報・津波注意報を発表した後、「予測される津波の高さ」、「津波の到達予想時刻」

等の情報を発表する。 

津波情報の種類と内容 
 情報の種類 情報の内容 

津 

波 

情 

報 

津波到達予想時刻・予想される津波

の高さに関する情報 

各津波予報区の津波の到達予測時刻や予想される津波の高さを５段

階の数値(メートル単位)または２種類の定性的表現で発表 
［発表される津波の高さの値は、前項(津波警報等の種類と発表され

る津波の高さ等)参照］ 

各地の満潮時刻・津波到達予想時刻

に関する情報 主な地点の満潮時刻や津波の到達予想時刻を発表 

津波観測に関する情報 沿岸で観測した津波の時刻や高さを発表(※１) 

沖合の津波観測に関する情報 沖合で観測した津波の時刻や高さ、及び沖合の観測値から推定され

る沿岸での津波の到達時刻や高さを津波予報区単位で発表 

津波に関するその他の情報 津波に関するその他必要な事項を発表 

  (注)「津波到達予想時刻・予想される津波の高さに関する情報」は、ＸＭＬ電文では「津波警報・注意

報・予報」（ＶＴＳＥ41）に含まれる。 

３ 津波情報 

大津波警報・津波警報・津波注意報を発表した後、「予測される津波の高さ」、「津波の到達予想時刻」

等の情報を発表する。 

津波情報の種類と内容 
 情報の種類 情報の内容 

津 

波 

情 

報 

津波到達予想時刻・予想される津波

の高さに関する情報 

各津波予報区の津波の到達予測時刻や予想される津波の高さを５段

階の数値(メートル単位)または２種類の定性的表現で発表 
［発表される津波の高さの値は、前項(津波警報等の種類と発表され

る津波の高さ等)参照］ 

各地の満潮時刻・津波到達予想時刻

に関する情報 主な地点の満潮時刻や津波の到達予想時刻を発表 

津波観測に関する情報 沿岸で観測した津波の時刻や高さを発表(※１) 

沖合の津波観測に関する情報 沖合で観測した津波の時刻や高さ、及び沖合の観測値から推定され

る沿岸での津波の到達時刻や高さを津波予報区単位で発表 

津波に関するその他の情報 津波に関するその他必要な事項を発表 

 



頁 項 新 旧 備考

平成29年　水防計画(案)　新旧対照表

16 第４章第１節１ １　洪水予報の対象区域（P77～P79参照） １　洪水予報の対象区域 参照を追記

気象台修正意見を
反映第４章第１節３15

最大波の観測値及び推定値の発表内容(沿岸から100km程度以内にある沖合の観測点) 
発表中の 
津波警報等 

発表基準 発表内容 

大津波警報 

沿岸で推定される津波の高さ＞３ｍ 沖合での観測値、沿岸での推定値とも数値で

発表 
沿岸で推定される津波の高さ≦３ｍ 沖合での観測値を「観測中」、沿岸での推定

値は「推定中」と発表 

津波警報 

沿岸で推定される津波の高さ＞１ｍ 沖合での観測値、沿岸での推定値とも数値で

発表 
沿岸で推定される津波の高さ≦１ｍ 沖合での観測値を「観測中」、沿岸での推定

値は「推定中」と発表 

津波注意報 
(すべて数値で発表) 沖合での観測値、沿岸での推定値とも数値で

発表 
 

沿岸からの距離が100kmを超えるような沖合での観測点（推定値を発表しない観測点）での最大波の

観測値の発表基準は、以下のとおりである。 
全国の警報等の発表状況 発表基準 発表内容 

いずれかの津波予報区で

大津波警報または津波警

報が発表中 

より沿岸に近い他の沖合の観測

点(沿岸から 100km 以内にある

沖合の観測点)において数値の

発表基準に達した場合 

沖合での観測値を数値で発表 

上記以外 沖合での観測値を「観測中」と発表 

津波注意報のみ発表中 (すべて数値で発表) 沖合での観測値を数値で発表 

   津波情報の留意事項等 
  ① 津波到達予想時刻・予想される津波の高さに関する情報 
   ・ 津波到達予想時刻は、津波予報区のなかで最も早く津波が到達する時刻である。同じ予報

区のなかでも場所によっては、この時刻よりも数十分、場合によっては１時間以上遅れて津

波が襲ってくることがある。 
   ・ 津波の高さは、一般的に地形の影響等のため場所によって大きく異なることから、局地的

に、予想される津波の高さより高くなる場合がある。 
  ② 各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に関する情報 
   ・ 津波と満潮が重なると、潮位の高い状態に津波が重なり、被害がより大きくなる場合があ

る。 
③ 津波観測に関する情報 

   ・ 津波による潮位変化（第一波の到達）が観測されてから最大波が観測されるまでに数時間

以上かかることがある。 
   ・ 場所によっては、検潮所で観測した津波の高さよりも更に大きな津波が到達しているおそ

れがある。 
  ④ 沖合の津波観測に関する情報 
   ・ 津波の高さは、沖合での観測値に比べ、沿岸ではさらに高くなる。 
   ・ 津波は非常に早く伝わり、「沖合の津波観測に関する情報」が発表されてから沿岸に津波が

到達するまで５分とかからない場合もある。また、地震の発生場所によっては、情報の発表

が津波の到達に間に合わない場合もある。 

最大波の観測値及び推定値の発表内容（沿岸から 100km程度以内にある沖合の観測点） 

発表中の 

津波警報等 
発表基準 発表内容 

大津波警報 

沿岸で推定される津波の高さ＞３ｍ 沖合での観測値、沿岸での推定値とも数値で

発表 

沿岸で推定される津波の高さ≦３ｍ 沖合での観測値を「観測中」、沿岸での推定

値は「推定中」と発表 

津波警報 

沿岸で推定される津波の高さ＜１ｍ 沖合での観測値、沿岸での推定値とも数値で

発表 

沿岸で推定される津波の高さ≧１ｍ 沖合での観測値を「観測中」、沿岸での推定

値は「推定中」と発表 

津波注意報 
（すべて数値で発表） 沖合での観測値、沿岸での推定値とも数値で

発表 

 

沿岸からの距離が 100kmを超えるような沖合での観測点では、津波予報区と対象との対応付けが難

しいため、沿岸での推定値は発表されない。また、観測値についても、他の観測点での観測値や推定値

が発表されるまでは、「観測中」と発表される。 

全国の警報等の発表状況 発表基準 発表内容 

いずれかの津波予報区で

大津波警報または津波警

報が発表中 

より沿岸に近い他の沖合の観測

点（沿岸から 100km以内にある

沖合の観測点）において数値の

発表基準に達した場合 

沖合での観測値を数値で発表 

上記以外 沖合での観測値を「観測中」と発表 

津波注意報のみ発表中 （すべて数値で発表） 沖合での観測値を数値で発表 

 



頁 項 新 旧 備考

平成29年　水防計画(案)　新旧対照表

16 第４章第１節４
気象台修正意見を
反映

21 第４章第４節

平成29年度より県に
おいても特別警戒水
位の位置づけを見直
すことに伴う修正

30
第５章第３節４
(1)

県民センターを含む表
現に修正

４ 津波予報 
地震発生後、津波による災害が起こるおそれがない場合には、以下の内容を津波予報で発表する。 

発表基準 内 容 発表官署 
津波が予想されないとき 

(地震情報に含めて発表) 

津波の心配なしの旨を地震情報に含めて発表 

気象庁本庁

又は大阪管

区気象台 

0.2m未満の海面変動が予想されたと

き(津波に関するその他の情報に含め

て発表) 

高いところでも0.2m未満の海面変動のため被害

の心配はなく、特段の防災対応の必要がない旨

を発表 

津波注意報解除後も海面変動が継続

するとき 

(津波に関するその他の情報に含めて

発表) 

津波に伴う海面変動が観測されており、今後も

継続する可能性が高いため、海に入っての作業

や釣り、海水浴などに際しては十分な留意が必

要である旨を発表 

(注)「0.2ｍ未満の海面変動が予想されたとき」または「津波警報等の解除後も海面変動が継続するとき」

に発表する津波予報は、ＸＭＬ電文では「津波警報・注意報・予報」（ＶＴＳＥ41）で発表される。 

４ 津波予報 

地震発生後、津波による災害が起こるおそれがない場合には、以下の内容を津波予報で発表する。 
発表基準 内 容 発表官署 

津波が予想されないとき 
(地震情報に含めて発表) 

津波の心配なしの旨を地震情報に含めて発表 

気象庁本庁

又は大阪管

区気象台 

0.2m未満の海面変動が予想されたと

き(津波に関するその他の情報に含め

て発表) 

高いところでも0.2m未満の海面変動のため被害

の心配はなく、特段の防災対応の必要がない旨

を発表 

津波注意報解除後も海面変動が継続

するとき 
(津波に関するその他の情報に含めて

発表) 

津波に伴う海面変動が観測されており、今後も

継続する可能性が高いため、海に入っての作業

や釣り、海水浴などに際しては十分な留意が必

要である旨を発表 
 



頁 項 新 旧 備考

平成29年　水防計画(案)　新旧対照表

30
第５章第３節４
(2)

　ただし、水防団員等が各水防活動場所において、前もって
定めた「活動可能時間」を確保できない恐れがあり、水防団
員等が自身の安全を確保できないと判断する場合は、安全確
保を優先して避難させることとする。

　ただし、水防団員等が各水防活動場所において、前もって
定めた「活動可能時間」を確保できない恐れがある場合は、
水防団員等の安全確保を優先して避難させることとする。

表現の修正

31
第５章第４節１
(1)

平成29年度より県に
おいても特別警戒水
位の位置づけを見直
すことに伴う修正

31～
32

第５章第４節１
(2)

ア　国土交通省関係事務所長は、水位周知河川の水位が特別
　警戒水位(氾濫危険水位)に達したときは、その旨を兵庫
　県水防本部長及び関係市町長に通知するとともに、報道機
　関の協力を求めて一般に周知する。
イ　兵庫県水防本部長は、国土交通省関係事務所長からアの
　通知を受けたときは、関係水防管理団体に通知する。
　(通知方法は、国土交通大臣の発する水防警報と同じ。P28
　 ～P29)

ア　国土交通省関係事務所長は、水位周知河川の水位が特別
  警戒水位（氾濫危険水位） ※に達したときは、その旨を兵庫
  県水防本部長及び関係市町長に通知するとともに、報道機関
  の協力を求めて一般に周知する。
   ※　内閣府の避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイド
     ライン（平成26年９月）に基づき特別警戒水位を氾濫危険
     水位としている。
イ　兵庫県水防本部長は、国土交通省関係事務所長からアの
  通知を受けたときは、関係水防管理団体に通知する。(通知
  方法は、国土交通大臣の発する水防警報と同じ)。

平成29年度より県に
おいても特別警戒水
位の位置づけを見直
すことに伴う修正

32
第５章第４節２
(2)

ア　県民局長等(県民局長及び県民センター長)は、水位周知
　河川の水位が避難判断水位に達したとき、及び特別警戒水
　位(氾濫危険水位)に達したときは、その旨を関係水防管理
　団体・関係機関・水防本部長等に通知する。

ア　県民局長等（県民局長及び県民センター長）は、水位周知
　河川の水位が特別警戒水位(避難判断水位) ※に達したとき
　は、その旨を関係水防管理団体・関係機関・水防本部長等に
　通知する。
　　 ※　内閣府の避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイ
　　　 ドライン（平成26年９月）に基づき特　　別警戒水位は
　　　 氾濫危険水位とされたが、県管理河川においては見直し
　　　 作業中のため、従来の避難判断水位としている。

平成29年度より県に
おいても特別警戒水
位の位置づけを見直
すことに伴う修正



頁 項 新 旧 備考

平成29年　水防計画(案)　新旧対照表

第６章第２節

　水防管理者又は量水標 (検潮器)管理者は、量水標の水位又は
検潮器の潮位が水防団待機水位(通報水位)もしくは通報潮位に
達したとき、又は氾濫注意水位(警戒水位)もしくは警戒潮位に
達したとき、河川及び海岸に関しては土木事務所等へ、ため池
は各農林(水産)振興事務所、各土地改良事務所へ報告を行うも
のとする。

　水防管理者又は量水標もしくは検潮器の管理者は、量水標の
水位又は検潮器の潮位が水防団待機水位(通報水位)もしくは通
報潮位又は氾濫注意水位(警戒水位)もしくは警戒潮位に達した
とき、河川及び海岸に関しては土木事務所等へ、ため池は各農
林(水産)振興事務所、各土地改良事務所への報告を行うものと
する。

表記の修正

第６章第２節１
(1)

ア　次の場合に報告する。
　・　水防団待機水位(通報水位)もしくは通報潮位に達した
　　とき。
　・　氾濫注意水位(警戒水位)もしくは警戒潮位に達したと
　　き。
　・　避難判断水位に達したとき。
　・　氾濫危険水位 (特別警戒水位)に達したとき。
　　※１　ただし、河川情報システム等により水防本部にお
　　　　いて水位(潮位)を把握できる場合は省略することが
　　　　できる。
　　※２　報告対象河川については、洪水予報河川及び水位
　　　　周知河川に限る。
イ　水防本部が指示したときは、次の場合に報告する。
　・　通常の満潮位を越える高潮又は波浪が予想されるとき。
　・　その他、水防本部が必要と認めるとき。

ア　次の場合に報告する。
　・　水防団待機水位(通報水位)もしくは通報潮位に達した
　　とき。
　　　ただし、河川情報システム等により水防本部において
　　水位（潮位）を把握できる場合は省略することができる。
イ　水防本部が指示したときは、次の場合に報告する。
　・　氾濫注意水位(警戒水位)もしくは警戒潮位に達したと
　　き。
　・　特別警戒水位に達したとき
　・　通常の満潮位を越える高潮又は波浪が予想されるとき。

・水防警報及び水位
到達情報の発表に係
る水位であることから
報告を必須とした。
・ただし、河川情報ｼｽ
ﾃﾑ等で把握できる場
合は報告を省略する
こととした。

34 第６章第２節３

３　欠測の場合
　　テレメータ等による水位(潮位)観測の欠測が発生した場
　合、量水標(検潮器)管理者は速やかに水防本部に報告する
　ほか、次のいずれかの方法により水位(潮位)の把握に努め
　るものとし、併せて水防管理者等の関係者に水位（潮位）
　状況を周知するものとする。
　・　現地に水位(潮位)監視員を配置する。
　・　河川監視カメラ等により水位(潮位)状況を把握する。
　・　近隣水位計等により水位(潮位)状況を把握する。
　・　その他、適切な方法により水位(潮位)状況を把握する。

新 設 新規追加

33



頁 項 新 旧 備考

平成29年　水防計画(案)　新旧対照表

34 第６章第５節

量水標の水位の状況は、以下の方法で公表を行う。
１　公表を行う量水標の名称・設置場所・水位
　　附表第２表のとおり
２　公表手段
　　川の防災情報
　　　（http://www.river.go.jp/kawabou/ipTopGaikyo.do）
３　公表を行う時間間隔
　　降雨時10分・平時１時間

量水標の水位の状況は、以下の方法で公表を行う。
１　公表を行う量水標の名称・設置場所・氾濫注意水位(警戒
　　水位)
　　附表第２表のとおり
２　公表手段
　　フェニックス防災システム・川の防災情報
３　公表を行う時間間隔
　　降雨時10分・平時１時間

・一般公表は「川の防
災情報」に限定するた
め
・「川の防災情報」の
URLを追記

37 第７章第５節１
　水防管理者は、堤防その他の施設の決壊、浸透及び侵食等の
異常を発見したときは、直ちにその旨を関係者に通報する。

　水防管理者は、堤防その他の施設が決壊したときは、直ちに
その旨を関係者に通報する。

堤防決壊以外の浸透
浸食による異常を追
記

第８章第１節１
(5)　河川の水位が避難判断水位及び氾濫危険水位（特別警戒水
位）に到達したとき、河川管理者は水防管理団体及び関係機関
に通知する。

新 設 新規追加

第８章第１節２

出水時の監視
水防団待機水位(通報水位)に達したとき、施設管理者は監視員
及び連絡員を堤防巡視にあたらせる。
氾濫注意水位(警戒水位)に達したとき、施設管理者は監視員を
重点監視区間の監視にあたらせる。
堤防に浸透・侵食等の異常が発見された場合、施設管理者は水
防管理者及び関係機関へ通知する。

出水時の監視
施設管理者は、水防団待機水位(通報水位)に達したときは、監
視員及び連絡員を巡視にあたらせる。

重点監視区間の監視
等の追記

38
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39 第８章第５節

第５節　重点監視区間
県管理の洪水予報河川及び水位周知河川の堤防で、出水時に堤
防機能に支障を及ぼす変状（浸透・侵食等）の生じる可能性が
相対的に高い区間を重点監視区間とする。

新 設 重点監視区間の追記

第１２章第２節
２

(1)　水防団待機水位(通報水位)・通報潮位、氾濫注意水位(警
戒水位)・警戒潮位、避難判断水位、又は最高水位・潮位に達し
たとき及び氾濫注意水位(警戒水位)・警戒潮位から減水したと
き

(1)　水防団待機水位(通報水位)・通報潮位、氾濫注意水位(警
戒水位)・警戒潮位、避難判断水位 （特別警戒水位）、又は最高
水位・潮位に達したとき及び氾濫注意水位(警戒水位)・警戒潮
位から減水したとき

平成29年度より県に
おいても特別警戒水
位の位置づけを見直
すことに伴う修正

第１２章第１節

５　法第28条第１項により収用又は購入した器具及び資材の所
　有者及びその事由並びに使用場所
６　法第28条第１項により処分した障害物の種類、数量、所有
　者及びその事由並びに除去場所
７　法第28条第１項により一時使用した土地の箇所及び所有者
　の氏名並びにその事由

５　法第28条により収用又は購入した器具及び資材の所有者及
　びその事由並びに使用場所
６　法第28条により処分した障害物の種類、数量、所有者及び
　その事由並びに除去場所
７　法第28条により一時使用した土地の箇所及び所有者の氏名
　並びにその事由

条項を詳細に記載し
たもの

47
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77～
78

79 年次修正

・年次修正
・平成29年度より県に
おいても特別警戒水
位の位置づけを見直
すことに伴う修正

※各水位局の水位修
正は記載省略

水防警報海岸
指定一覧表

旧

新

水防警報河川・
水位周知河川
指定一覧表（水

位）

新

旧

水防警報河川・水位周知河川　指定一覧表(水位）

発令県民局名
（H28.4.1現在）

発令事務所名
（H28.4.1現在）

水 防 警 報 河 川 水 位 周 知 河 川

名 称 指定区域 水位計

水防団
待機水位

（通報水位）
（ｍ）

氾濫
危険水位

（危険水位）
（ｍ）

対象市町
（H28.4.1現在）

氾濫
注意水位

（警戒水位）
（ｍ）

対象市町
（H28.4.1現在）

発令方法
（注：いずれかの水位計が発令

基準に達したときに発令）

避難判断水位
（特別警戒水位）

（ｍ）

【重要】県における氾濫危険水位、特別警戒水位は従前の基準に基づき記載しています。
このため本表で示す避難判断水位は避難勧告発令等の目安水位です。

水防警報河川・水位周知河川　指定一覧表(水位）

発令県民局名
（H29.4.1現在）

発令事務所名
（H29.4.1現在）

水 防 警 報 河 川 水 位 周 知 河 川

名 称 指定区域 水位計

水防団
待機水位

（通報水位）
（ｍ）

氾濫危険水位
（特別警戒水位）

（ｍ）

対象市町
（H29.4.1現在）

氾濫
注意水位

（警戒水位）
（ｍ）

対象市町
（H29.4.1現在）

発令方法
（注：いずれかの水位計が発令基

準に達したときに発令）

避難判断水位
（ｍ）

通報潮位
（ｍ）

水防警報海岸　指定一覧表

発令事務所名
（H29.4.1現在）

水 防 警 報 海 岸 （ 高 潮 ）

名　　　称 指定区域
発令方法

（注：いずれかの潮位計が発令基

準に達したときに発令）

対象市町
（H29.4.1現在）

検潮所

発令県民局名
（H29.4.1現在） 警戒潮位

（ｍ）

通報潮位
（ｍ）

水防警報海岸　指定一覧表

発令事務所名
（H28.4.1現在）

水 防 警 報 海 岸 （ 高 潮 ）

名　　　称 指定区域
発令方法

（注：いずれかの潮位計が発令

基準に達したときに発令）

対象市町
（H28.4.1現在）

検潮所

発令県民局名
（H28.4.1現在） 警戒潮位

（ｍ）








